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やればできる、やったらできた
校長 橋立 英基

今年度も県教委によるWeb配信診断集計システムの第１回問題に取り組みました。
昨年度は「県平均正答率を実施回数の８割以上で上回る」という数値目標を立てました

が、結果は惨憺たるものでした。基礎的・基本的な知識・技能がほとんど定着していない
ことに危機感を覚えずにはいられませんでした。例えば「ｙはｘに反比例し、ｘ＝２のと
きｙ＝４です。ｙをｘの式で表しなさい。」という問題の正答率は１月の時点で41.4％とす
でに５割を下回っていましたが、翌月２月に出題された全く同じ問題の正答率は25.8％
（県平均正答率58.1％）で４人に１人しかできない、という衝撃的な結果となりました。
「知識の剥落現象」そのものです。
そこで今年度は「確かな学力の育成」に主眼を据え、Web配信診断問題への取組にも職員

の創意が生かされました。Web配信週では７限を設け過去の類似問題に取り組む、正答率の
低い問題は授業中にしっかりと解説を加える、全教員が生徒の学力実態を把握するために
Webへの得点入力は学年部が行う、結果を学年だより等で保護者や生徒と共有する、正答率
の低い生徒には放課後個別指導を行う、等々です。
その成果は予想以上のものでした。昨年度は県平均正答率を10ポイント下回る問題はあ

っても10ポイント以上上回る問題はほとんどありませんでした。３年生の英語では10問中
９問で10ポイント以上上回りました。残り１問はというと正答率は100％でしたが、県平均
が90％を越えていたため10ポイント上回ることは物理的に不可能、というものでした。正
答率が100％ということは、３年生全員が一人も間違えることなくできた、ということです。
それが10問中２問ありました。３年生全員と握手をして喜びを分かち合いたいところです。
昨年度数学に苦しみ続けた２年生でも、県平均を10ポイント以上上回る問題が４問もあり
ました。１年生では100％正答率の問題が国語で２題、数学で３題、計５題もありました。
「やればできる」という仮定が「やったらできた」という結論になりました。
しかし、私たちが目指すところは日常の授業での基礎的・基本的な知識・技能の定着で

す。ドリルやパタンプラクティスだけでは知識の剥落現象は防げません。人は本来、自分
が興味をもった問題や解決すべき課題のために必要な知識・技能を求めます。知識・技能
を実際の場面で使うことによってそれを定着させていきます。そんな授業の実現に向け、
これからも「確かな学力の育成」に取り組んでいきます。

【きらり輝く生徒の瞳 フォトギャラリー】～生徒の活躍を紹介します～

＜佐藤＞
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避難訓練・防災教室(5月18日)

３年生：消火訓練（放水体験や消火器体験）
1年生：濃煙体験

2年生：災害時の対応

竹の子狩り遠足(５月１３日)

みんなで取った竹の子を、料理し

竹の子汁を作りました。

ホームページアドレス http://azalea.ac.city.myoko.niigata.jp/myoko-c/
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【妙高山が見てござる！～社会性の育成～】
生徒指導に関する内容をお知らせします。

西山康春スクールカウンセラーを紹介します西山康春スクールカウンセラーを紹介します

よろしくお願いしますよろしくお願いします
今年度、スクールカウンセラーとして仕事をさせていただきます西山康春です。
｢今、自分が頑張っていることについて、話を聴いて欲しい。｣「自分勝手な友達

がいて困っています。自分の行動に気付いて欲しいけど……言えないので我慢して
います。」「朝になると、頭が痛いし気持ちが悪いので学校に行けないと、家の子が
言うのです。困っています。」「やればよいことは分かっているんです。でも、でき
ないんです。辛いです。」など様々な相談に接し感じますのは、よりよく生きたい
という気持ちが強いほど、心配な思いや悩みが大きいということ、そして、それを
乗り越える中に成長があるということです。
成長の過程で生まれる様々な不安や問題に直面している、相談者のお力になりたいという思いでい
ます。生徒の皆さんや支援される教職員、保護者の皆さんのお役に立てるよう努めて参ります。
話してみようかなと思われましたら、どうかお声掛けをお願いいたします。

スクールカウンセラーとは？スクールカウンセラーとは？

＜佐藤＞

【輝く成果】
○上越陸上競技選手権大会
男子1500m 8位 3A飯吉拓斗さん 男子3000m 1位 3A飯吉拓斗さん
女子100mH 5位 3A宮下知菜さん

○雲田商会杯争奪軟式野球大会 2位
○新潟日報社杯争奪卓球選手権大会
男子団体 2位 女子団体 1位
男子個人 3位 3A峯村孟瑠さん
女子個人 1位 2A八十島美凪さん 2位 3A佐藤玖未さん

3位 2A加藤亜美さん、 2A笹川美穂さん
◎上越合同陸上競技大会（５月27日）
共通男子1500m 3位 3A飯吉拓斗さん
共通男子3000m 2位 3A飯吉拓斗さん
共通女子110mH 7位 3A宮下知菜さん

１年女子800m 2位 1A古川愛奈さん 6位 1A山川あんりさん 8位 1B池田桜空さん
＜橋詰＞

【６・７月の予定】

６月１日 上越合同各種大会～2日 19日 漢字能力検定
６日～Web配信問題週 21日 全校朝会 芸術鑑賞教室
７日 全校朝会 22日 上越教育事務所管理訪問
９日 第１回ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰｽｸｰﾙ集会 妙陵 PTA指導者研修会
10日 実用英語検定 23日 上越地区陸上競技大会～24日
11日 朝!元気ｽﾀｰﾄ運動～16日 29日 上越地区各種大会

テスト前部活動停止～16日 7月４日 Web配信問題週
13日 上越教育事務所訪問 ５日 全校朝会
14日 生徒朝会 ６日 学校評議員会
15日 質問教室 PTA幹事会 ７日 通信陸上競技県大会
16日 質問教室 期末テスト～17日 ９日 市P連研究大会
17日 学校保健・給食管理運営研修会

給食試食会 3年高校説明会①

現在、新潟県の小中学校には児童生徒の相談に関わる相談員として、スクールカウン
セラー、学校派遣カウンセラーがいます。派遣される者の多くは、臨床心理士の資格を
有していることが特徴です。

部活動結団式（５月19日）


